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●平成24年度予算の概要
●介護保険料が変わりました
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広報なかがわ
2012. 5月号

　

中
川
町
の
会
計
は
、
大
き
く
分
け

る
と
町
民
生
活
全
般
に
わ
た
る
基
本

的
な
経
費
を
網
羅
し
た
「
一
般
会
計
」

と
、
特
定
事
業
を
経
理
す
る
「
特
別

会
計
」
が
あ
り
ま
す
。
特
別
会
計
は
、

「
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
」
な
ど

の
5
会
計
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
全
会
計
予
算
の
合
計

額
は
43
億
3
0
7
3
万
円
で
、
平
成

23
年
度
に
対
し
て
、
1
・
3
％
、
金

額
に
し
て
5
5
8
9
万
円
の
減
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
1
・
7
％
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
と
簡
易
水
道
特
別
会
計
で

減
と
な
っ
た
一
方
、
そ
の
他
の
特
別

会
計
で
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
特
別
会
計
全
体
で
0
・
3
％
の

増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

た
だ
し
、
平
成
23
年
度
当
初
予
算

か
ら
過
年
災
害
復
旧
事
業
に
か
か
る

予
算
を
除
い
た
額
で
比
較
す
る
と
、

2
・
2
％
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

中
川
町
全
体
の
予
算
額

　

43
億
3
0
7
3
万
円

２

平成24年度
　 予算の概要

国 民 健 康 保 険

介　護　保　険

後期高齢者医療

簡 易 水 道 事 業

農業集落排水事業

小　　　　計

一　般　会　計

合　　　　　　計

33億2,349万円

2億3,687万円

1億9,380万円

2,728万円

3億5,406万円

1億9,521万円

10億723万円

43億3,073万円

会　　計　　名

表1　各会計別の予算額

平成24年度
予　算　額

増減率
（％）

33億8,200万円

2億4,732万円

1億7,251万円

2,657万円

4億3,320万円

1億2,500万円

10億462万円

43億8,662万円

平成23年度
予　算　額

▲5,851万円

▲1,045万円

2,129万円

71万円

▲7,914万円

7,021万円

261万円

▲5,589万円

▲1.7

▲4.2

12.3

2.7

▲18.3

56.2

0.3

▲1.3

比較増減額

特　

別　

会　

計



6
万
円
の
増
額
、
国
庫
支
出
金
は
、

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
事
業
の
減

な
ど
に
よ
っ
て
9
7
1
万
円
の
減
額

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
歳
入

の
不
足
を
補
う
た
め
、
基
金
繰
入
金

と
し
て
財
政
調
整
基
金
か
ら
4
3
0

0
万
円
を
繰
り
入
れ
、
収
支
の
均
衡

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
に
お
け
る
町
債
現
在
高

は
、
実
質
的
に
は
地
方
交
付
税
を
地

方
債
に
振
り
替
え
て
い
る
臨
時
財
政

対
策
債
の
残
高
が
増
加
し
て
い
る
も

の
の
、
過
去
に
実
施
し
た
施
設
整
備

に
よ
る
町
債
の
完
済
、
こ
こ
数
年
の

投
資
的
経
費
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り

建
設
地
方
債
は
着
実
に
減
少
し
て
い

ま
す
。

　

基
金
現
在
高
は
、
平
成
18
年
度
の

重
点
施
策
の
財
源
対
策
の
た
め
公
共

施
設
整
備
基
金
を
取
り
崩
し
た
以
降
、

増
加
傾
向
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た

っ
て
は
、
第
5
次
中
川
町
総
合
計
画

を
着
実
に
実
行
す
る
た
め
、
厳
し
い

財
政
環
境
の
中
で
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
多
様
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
最

少
の
経
費
で
効
果
が
表
れ
る
よ
う
事

業
評
価
を
考
察
し
、
事
業
実
施
の
合

理
化
と
効
率
化
に
努
め
ま
し
た
。

３ 広報なかがわ
2012. 5月号

　

中
川
町
の
財
政
に
お
い
て
収
入
の

根
幹
を
な
す
地
方
交
付
税
は
、
地
方

財
政
計
画
を
参
考
に
、
平
成
23
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
1
6
6
0
万

円
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
町

税
は
、
子
ど
も
手
当
と
高
校
授
業
料

無
償
化
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
2
5

①町税
②分担金及び負担金
③使用料及び手数料
④財産収入
⑤寄附金
⑥繰入金
⑦繰越金
⑧諸収入
⑨地方譲与税
⑩利子割交付金
⑪配当割交付金
⑫株式等譲渡所得割交付金
⑬地方消費税交付金
⑭自動車取得税交付金
⑮地方特例交付金
⑯地方交付税
⑰交通安全対策交付金
⑱国庫支出金
⑲道支出金
⑳町債

1億7,243万円
120万円
7,879万円
2,715万円
30万円

4,300万円
1,000万円
2億509万円
6,170万円
50万円
1万円
0万円

1,950万円
1,160万円
20万円

17億5,660万円
0万円

3億6,027万円
1億2,732万円
4億4,780万円
33億2,349万円

区　　　分

歳　入　合　計

表2　一般会計【歳入】
平成24年度
予　算　額

1億6,987万円
176万円
8,100万円
2,535万円
30万円

8,000万円
300万円

2億220万円
6,290万円
60万円
1万円
0万円

2,000万円
1,100万円
500万円

17億4,000万円
1万円

3億6,998万円
1億1,738万円
4億9,160万円
33億8,200万円

平成23年度
予　算　額

256万円
▲56万円
▲221万円
180万円
0万円

▲3,700万円
700万円
289万円
▲120万円
▲10万円
0万円
0万円

▲50万円
60万円

▲480万円
1,660万円
▲1万円

▲971万円
994万円

▲4,380万円
▲5,851万円

比較増減額

自　

主　

財　

源

依　
　

存　
　

財　
　

源

①議会費
②総務費
③民生費
④衛生費
⑤労働費
⑥農林水産業費
⑦商工費
⑧土木費
⑨消防費
⑩教育費
⑪災害復旧費
⑫公債費
⑬給与費
⑭予備費

3,116万円
1億5,850万円
2億8,507万円
3億678万円
1,533万円

4億2,028万円
1億5,865万円
6億2,198万円
1億5,522万円
1億8,619万円

0万円
5億6,123万円
4億2,007万円

300万円
33億2,349万円

区　　　分

合　　　計

表3　一般会計【歳出】

図　一般会計予算額

一般会計総額 33億2,349万円

平成24年度
予　算　額

3,499万円
1億5,355万円
3億307万円
3億3,659万円
1,532万円

3億8,255万円
1億4,462万円
5億6,564万円
1億3,460万円
1億5,281万円
1億3,247万円
6億211万円
4億2,061万円

300万円
33億8,200万円

平成23年度
予　算　額

▲383万円
495万円

▲1,800万円
▲2,981万円

1万円
3,773万円
1,403万円
5,634万円
2,062万円
3,338万円

▲1億3,247万円
▲4,088万円
▲54万円
0万円

▲5,851万円

比較増減額

歳入

歳出

16 地方交付税（52.9％）

12
公債費

（16.9％）

❽
土木費

（18.7％）

13
給与費

（12.6％）

❻
農林水産業費
（12.6％）

❹

20 18

❸

❽ ❶町債
（13.5％）

その他
（21.4％）

その他
（11.4％）

民生費（8.6％）

衛生費（9.2％）

町税（5.2％）

国庫支出金（10.8％）

諸収入（6.2％）

厳
し
い
地
方
財
政
の
な
か
で

　

合
理
的
・
効
率
的
な

　
　
　
　
　
　
予
算
を
編
成



広報なかがわ
2012. 5月号

　

都
市
住
民
を
受
け
入
れ
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
し
て
委
嘱
し
、
各
種

の
地
域
協
力
活
動
に
従
事
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
地
域
へ
の
定
住
定
着
を

図
り
ま
す
。

　

住
宅
の
新
築
に
際
し
て
、
2
0
0

万
円
を
上
限
と
し
て
、
一
時
金
と
し

て
工
事
の
年
度
に
50
％
、
以
降
10
年

間
均
等
に
助
成
し
ま
す
。

　

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
際
し
て
、

60
万
円
を
上
限
と
し
て
、
対
象
と
な

る
工
事
金
額
の
20
％
を
助
成
し
ま
す
。

　

昭
和
50
年
発
刊
の
中
川
町
史
の
続

編
と
な
る
「
中
川
町
史
第
2
巻
」
の

編
纂
に
向
け
た
資
料
収
集
と
原
稿
執

筆
を
行
い
ま
す
。

　

「
お
し
ら
せ
君
」
を
は
じ
め
と
す

る
光
フ
ァ
イ
バ
網
の
保
守
管
理
と
新

設
移
設
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

敬
老
会
の
開
催
と
敬
老
祝
い
金
の

交
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成
、
地
域

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
放
課
後
児

童
保
育
の
運
営
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
の
医
療
機
関
に
就
労
す
る
看

護
師
に
対
し
て
支
度
金
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。

　

ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ
の

無
料
入
浴
券
を
配
布
し
ま
す
。

４

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
用
事
業

　
　
　
　
　
　

1
0
6
1
万
円

住
宅
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　

促
進
助
成

　
　
　
　
　
　
　

3
8
0
万
円

町
史
編
纂
事
業

　
　
　
　
　
　
　

4
6
3
万
円

地
域
情
報
通
信
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　

1
4
5
8
万
円

敬
老
事
業

　
　
　
　
　
　
　

3
6
1
万
円

子
育
て
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
　

7
1
6
万
円

看
護
師
就
業
支
度
金
貸
付
金
助
成

　
　
　
　
　
　
　

2
0
0
万
円

健
康
づ
く
り
入
浴
料
負
担
事
業

　
　
　
　
　
　
　

5
0
0
万
円

平
成
平
成
24
年
度
の

年
度
の

主
な
事
業

主
な
事
業

平
成
24
年
度
の

主
な
事
業



　

農
業
後
継
者
対
策
、
農
地
の
有
効

利
用
と
土
づ
く
り
、
農
業
経
営
に
関

す
る
指
導
、
公
共
牧
野
の
有
効
活
用

を
図
る
と
と
も
に
、
既
存
の
農
業
関

係
組
織
の
一
元
化
を
目
指
し
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
農
業
を
振
興
し

ま
す
。

　

農
地
に
す
き
込
み
可
能
な
分
解
性

マ
ル
チ
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
農
作

業
の
軽
減
と
廃
プ
ラ
処
理
量
の
減
量

化
を
図
り
ま
す
。

　

若
齢
級
人
工
林
の
樹
種
構
成
の
偏

り
の
改
善
と
混
交
林
化
を
進
め
る
た

め
に
、
地
元
遺
伝
資
源
を
用
い
た
自

主
苗
の
生
産
を
委
託
し
ま
す
。

５ 広報なかがわ
2012. 5月号

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　

7
6
9
万
円

南
瓜
生
産
環
境
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

89
万
円

町
有
林
自
主
苗
生
産
委
託
事
業

　
　
　
　
　
　
　

1
0
6
万
円

公
営
住
宅
維
持
管
理
事
業

　
　
　
　
　
　

6
9
3
8
万
円

民
間
賃
貸
住
宅
建
設
支
援

　
　
　
　
　
　

2
4
0
0
万
円

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

1
3
0
万
円

佐
久
地
区
公
民
館
改
修
工
事

　

町
内
に
お
け
る
事
業
化
を
促
進
す

る
た
め
に
補
助
を
行
い
、
新
た
な
事

業
の
創
出
や
地
場
産
品
の
消
費
拡
大

を
図
り
ま
す
。

　

公
営
住
宅
の
維
持
管
理
や
修
繕
を

行
い
ま
す
。

　

民
間
賃
貸
住
宅
の
建
設
に
対
し
て

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

な
か
が
わ
ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
実
行
委
員
会

の
運
営
助
成
な
ど
を
行
い
、
子
ど
も

た
ち
の
豊
か
な
成
長
を
支
援
し
ま
す
。

　

ト
イ
レ
、
玄
関
ド
ア
な
ど
を
改
修

し
、
階
段
な
ど
に
手
す
り
を
取
り
付

け
ま
す
。

新
事
業
化
支
援
補
助

　
　
　
　
　
　
　

3
0
0
万
円

町道国府18号線本線

町道誉32号線本線

町道国府高村線

町道中央1区12号線

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

平成24年度の道路工事路線
3億7,940万円

町道国府18号線本線

町道誉32号線本線

町道国府高村線

町道中央1区12号線



広報なかがわ
2012. 5月号

　

介
護
保
険
料
は
、
3
年
ご
と
に
見

直
さ
れ
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26

年
度
ま
で
は
第
5
期
の
新
し
い
保
険

料
に
な
り
ま
す
。
今
期
は
、
高
齢
化

に
伴
う
介
護
保
険
利
用
者
の
増
加
や

介
護
報
酬
の
改
定
、
平
成
23
年
度
ま

で
の
保
険
料
軽
減
措
置
の
終
了
な
ど

に
よ
っ
て
保
険
料
の
増
加
が
見
込
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
中
川
町
で
は
急
激

な
保
険
料
の
上
昇
を
抑
え
る
た
め
、

準
備
基
金
の
一
部
を
取
り
崩
す
な
ど

し
て
保
険
料
を
抑
え
て
い
ま
す
。

◎
北
海
道
の
財
政
安
定
化
基
金
の

　

取
り
崩
し
を
し
ま
す

　

北
海
道
に
設
置
さ
れ
て
い
る
財
政

安
定
化
基
金
を
、
本
来
の
目
的
に
必

要
な
金
額
を
残
し
て
取
り
崩
し
、
65

歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険
者
）

の
保
険
料
の
上
昇
緩
和
な
ど
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

◎
中
川
町
の
介
護
保
険
事
業
準
備

　

基
金
の
取
り
崩
し
を
し
ま
す

　

第
1
号
被
保
険
者
か
ら
徴
収
し
た

介
護
保
険
料
で
給
付
費
を
負
担
し
た

際
、
剰
余
金
が
生
じ
た
場
合
に
積
み

立
て
て
い
る
基
金
の
一
部
を
取
り
崩

す
こ
と
で
、
保
険
料
を
軽
減
し
て
い

ま
す
。

所得段階

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

第６段階

基準額（年額）×0.5

基準額（年額）×0.5

基準額（年額）×0.75

基準額（年額）×1.00

基準額（年額）×1.25

基準額（年額）×1.5

22,200円

22,200円

33,300円

44,400円

55,500円

66,600円

•生活保護を受給している方
•世帯全員が町民税非課税で、老齢福祉年金を受けている方

「老齢福祉年金」とは、明治44（1911）年以前に生まれた方、または大正5（1916）年4月1日以前に生まれた方で
一定の要件を満たしている方が受けている年金です。

　今期の中川町の介護保険料「基準額（月額・年額）」は、下のとおりです。保険料は、本人と世帯の課税状況や所
得に応じて、段階的に決められています。

　第１号被保険者（65歳以上の方）の保険料額は、今後３年間に必要な介護保険の総費用から算定された
「基準額」をもとに決められ、３年ごとに見直されます。

世帯全員が町民税非課税世帯の方で、前年の合計所得金額
と前年の課税年金収入額の合計が80万円未満の方

世帯全員が町民税非課税世帯の方で、前年の合計所得金額
と前年の課税年金収入額の合計が80万円以上の方

被保険者本人が町民税非課税の方

被保険者本人が町民税課税の方で、前年の合計所得金額が
190万円未満の方

被保険者本人が町民税課税の方で、前年の合計所得金額が
190万円以上の方

対　象　と　な　る　方 保険料の調整率 保険料（年額）

６

変わりました変わりました変わりました

基準額（月額） 3,700円
　〃　（年額） 44,400円

65歳以上の方の介護保険料

＝÷×介護サービス総費用
（平成24～26年度）

65歳以上の
方の負担割合
（21％）

65歳以上の
方の人数

保 険 料
（基準額）



保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
の
納
め
方

保
険
料
を

納
め
ず
に
い
る
と

保
険
料
を

納
め
ず
に
い
る
と

　

年
金
の
定
期
支
払
い
の
際
に
、
受

給
額
か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま

す
。

　

保
険
料
は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ

て
決
ま
り
ま
す
が
、
前
年
の
所
得
が

確
定
す
る
の
は
6
月
以
降
と
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
前
年
度
か
ら
引
き

続
い
て
特
別
徴
収
の
方
は
、
4
・
6

・
8
月
は
仮
に
算
定
さ
れ
た
保
険
料

を
納
め
ま
す（
仮
徴
収
と
い
い
ま
す
）。

10
・
12
・
2
月
は
、
確
定
し
た
年
間

保
険
料
額
か
ら
、
仮
徴
収
分
を
差
し

引
い
た
額
を
納
め
ま
す
（
本
徴
収
と

い
い
ま
す
）。

老齢（退職）年金、遺族年金、障がい
年金が年間18万円以上の方は、
年金から差し引かれます
　　　　　　　　　　 （特別徴収）

　

普
通
徴
収
の
方
に
は
、
便
利
で
安

心
な
口
座
振
替
が
お
す
す
め
で
す
。

窓
口
に
納
め
に
出
か
け
る
手
間
が
な

く
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。

•
保
険
料
の
納
付
書

•
預（
貯
）金
通
帳

•
銀
行
な
ど
で
使
っ
て
い
る
印
鑑

を
持
っ
て
、
指
定
の
金
融
機
関
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

老齢（退職）年金、遺族年金、障がい
年金が年間18万円未満の方は、
納付書や口座振替で収めます
　　　　　　　　　　 （普通徴収）

７ 広報なかがわ
2012. 5月号

問い合わせ先　住民課幸福推進室　☎7－2813
しあわせ

　

特
別
な
事
情
が
な
い
の
に
保
険
料

を
滞
納
し
て
い
る
と
、
滞
納
期
間
に

応
じ
て
左
の
よ
う
な
措
置
が
と
ら
れ

ま
す
（
災
害
な
ど
の
特
別
な
事
情
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
き
は
、
保
険

料
の
減
免
や
徴
収
の
猶
予
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

1
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と

き
に
、
そ
の
費
用
が
い
っ
た
ん
全
額

自
己
負
担
と
な
り
、
申
請
す
る
こ
と

で
後
か
ら
保
険
給
付
分
が
支
払
わ
れ

ま
す
。

1
年
6
ヶ
月
以
上
滞
納
す
る
と

　

保
険
給
付
分
の
一
部
ま
た
は
全
部

が
差
し
止
め
に
な
り
ま
す
。

2
年
以
上
滞
納
す
る
と

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と

き
の
自
己
負
担
が
1
割
か
ら
3
割
に

上
が
っ
た
り
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

介護保険料介護保険料が介護保険料が

●年度途中で65歳になった場合
●町外から転入してきた場合
●年度途中で年金の受給が始まった場合
●年金が一時差し止めになった場合
●収入申告のやり直しなどで、保険料の所得段階が変更になった場合

特別徴収の方でも、一時的に納付書で保険料を納めることがあります
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森
林
は
、
空
気
や
水
を
き
れ
い
に

し
、
土
砂
災
害
を
防
ぎ
ま
す
。
人
間

を
含
め
た
す
べ
て
の
生
き
物
に
快
適

な
環
境
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

同
時
に
人
が
木
を
植
え
、
育
て
、

収
穫
す
る
こ
と
で
、
永
遠
に
経
済
活

動
を
営
む
こ
と
が
可
能
で
す
。
す
べ

て
の
資
源
は
有
限
で
あ
り
、
木
材
も

例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
が
再

生
産
し
う
る
資
源
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
、
木
材
の
も
つ
最
大
の
特
徴
と

い
え
ま
す
。

　

森
林
資
源
の
保
全
と
「
い
か
に
森

の
生
活
を
楽
し
む
か
」
を
テ
ー
マ
に

「
り
ん
ぐ
す
の
集
い
」
な
ど
の
活
動

を
25
年
以
上
に
わ
た
っ
て
続
け
て
き

た
ナ
ナ
カ
マ
ド
林
業
グ
ル
ー
プ
と
、

「
自
然
と
の
共
生
」
を
テ
ー
マ
に
北

大
研
究
林
で
の
環
境
調
査
な
ど
を
行

っ
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
、

中
川
町
が
力
を
合
わ
せ
、
第
4
回
中

川
町
民
植
樹
祭
を
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

森
林
の
町
か
ら
林
業
の
町
へ

　　

中
川
町
は
、
全
面
積
の
8
割
以
上

を
森
林
が
占
め
る
「
森
林
の
町
」
で

す
。
で
す
か
ら
、
私
た
ち
は
、
こ
の

町
を
か
つ
て
の
よ
う
に
よ
り
多
く
の

人
々
が
森
林
に
携
わ
り
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
「
林
業
の
町
」
に
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

植
樹
祭
会
場
の
「
ア
ベ
シ
ナ
イ
の

森
」
は
、
そ
の
象
徴
で
あ
り
、
た
く

さ
ん
の
町
民
の
方
々
の
交
流
の
場
で

あ
る
と
同
時
に
、
こ
こ
か
ら
始
め
る

林
業
に
よ
る
町
づ
く
り
・
人
づ
く
り

の
舞
台
で
す
。
豊
富
な
森
林
資
源
を

生
か
し
、
民
間
と
行
政
が
力
を
合
わ

せ
て
、
再
び
こ
の
町
に
林
業
の
明
か

り
を
灯
す
た
め
、
た
く
さ
ん
の
方
々

が
集
う
よ
う
な
植
樹
祭
を
目
指
し
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
、
大
雨
災
害
の
頻
発

な
ど
、
自
然
環
境
の
悪
化
は
、
中
川

町
に
と
っ
て
遠
い
世
界
で
起
き
て
い

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
さ
く

と
も
大
き
な
一
歩
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
踏
み
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
川
町
民
植
樹
祭
は
、
ナ

ナ
カ
マ
ド
林
業
グ
ル
ー
プ
と

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ
Ｏ
の
声
の

趣
旨
に
賛
同
す
る
企
業
・
団

体
の
ご
協
力
に
よ
り
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
技
術
指
導
、
苗
木
の
提
供

　
　

林
業
試
験
場
道
北
支
場

　

北
海
道
大
学
中
川
研
究
林

◆
苗
木
な
ど
の
提
供

　
　
　

上
川
北
部
森
林
組
合

　

北
星
信
用
金
庫
中
川
支
店

◆
資
材
の
提
供
、
環
境
整
備

　
　
　

遠
藤
工
業
有
限
会
社

　
　

天
塩
川
工
業
株
式
会
社

８

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

第
4
回
中
川
町
民
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す

第
4
回
中
川
町
民
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す

第
4
回
中
川
町
民
植
樹
祭
を
開
催
し
ま
す

日時　5月27日（日）午前10時～
場所　アベシナイの森（佐久スキー場跡地）
主催　ナナカマド林業グループ、NPO法人ECOの声、中川町
後援　地方独立行政法人北海道立総合研究機構林業試験場道北支場、
　　　上川総合振興局北部森林室、北海道大学中川研究林

協
力
の
輪

協
力
の
輪

協
力
の
輪



　

遠
藤
晴
幸
さ
ん
が
北
海
道
青
年
林
業
士
に
認
定
さ
れ
、
3
月
22
日
に

認
定
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
北
海
道
で
は
、
道
内
の
森
林
・
林
業
の

発
展
と
、
資
源
の
適
正
管
理
を
進
め
る
た
め
、
地
域
の
森
林
づ
く
り
に

強
い
熱
意
と
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
指
導
性
を
有
す
る
後
継
者
を
北
海
道
青

年
林
業
士
に
認
定
し
て
い
ま
す
。

　

遠
藤
さ
ん
は
、
1
級
土
木
施
工
管
理
技
師
や
Ｆ
Ｒ
（
フ
ォ
レ
ス
ト
・

リ
ー
ダ
ー
）
の
資
格
を
取
得
し
、
地
域
に
お
け
る
森
づ
く
り
の
最
前
線

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

上
川
管
内
で
は
、
現
在
8
名
の
北
海
道
青
年
林
業
士
が
活
躍
し
、
う

ち
2
名
が
中
川
町
か
ら
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
川
町
で
は
、
従
来
の
中
川
町
森
林
整
備
計
画
を
、
よ
り
地
域
の
実

情
に
即
し
た
独
自
性
の
強
い
計
画
に
変
更
す
る
た
め
、
有
識
者
に
よ
る

検
討
作
業
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
地
域
の
森
林
・
林
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

3
度
に
わ
た
る
検
討
を
重
ね
て
き
た
検
討
作
業
チ
ー
ム
は
、
町
長
に

対
し
、
緊
急
的
な
路
網
整
備
の
推
進
や
、
間
伐
の
必
要
性
、
大
面
積
皆

伐
の
抑
制
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
答
申
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
中
川
町
は
森
林
整
備
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
あ
る
中
川
町
森

林
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
整
備
と
林
業
振
興
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

遠藤晴幸さんが
北海道青年林業士に認定されました

中川町森林整備計画書作成報告会が
開催されました

広報なかがわ
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中
川
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ま
め
ち
ょ
」

　

地
域
の
未
就
学
児
を
も
つ
保

護
者
や
妊
婦
さ
ん
と
、
育
児
な

ど
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
な
が

ら
、
子
育
て
を
支
援
す
る
と
こ

ろ
で
す
。
子
育
て
な
ど
に
関
す

る
情
報
交
換
や
相
談
・
親
子
の

交
流
の
場
の
提
供
な
ど
を
通
し

て
、
安
心
で
楽
し
い
子
育
て
を

応
援
し
ま
す
。

　

親
子
で
遊
び
に
来
る
こ
と
が

で
き
る
場
で
あ
り
、
子
育
て
仲

間
と
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
り

ま
す
。

　

家
事
・
育
児
の
先
輩
で
あ
る

地
域
の
方
々
と
の
交
流
も
図
れ

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

主
な
活
動
を
下
表
で
紹
介
し

ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、
『
子

育
て
便
り
』
を
ご
覧
に
な
る
か
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

原
則
と
し
て
、
事
前
申
し
込

み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ

し
、
講
座
な
ど
は
、
準
備
の
都

合
で
申
し
込
み
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
普
段
の
利
用
に
料
金

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
講
座

な
ど
で
材
料
費
を
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
め
ち
ょ
で
の
活
動
や
、
ご

自
宅
か
ら
の
行
き
帰
り
な
ど
、

万
が
一
の
事
故
に
備
え
て
傷
害

保
険
の
加
入
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
保
護
者
と
子
ど
も
全
員

が
対
象
で
す
。
年
度
内
の
保
険

料
は
、
1
人
8
0
0
円
で
す
。

加
入
の
手
続
き
は
、
ま
め
ち
ょ

で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
め
ち
ょ

　
　
　
　
　

☎
7
・
2
0
2
2

その他、 子育て便り、 バースデーカード、 絵本の貸し出し、 ベビー用品や子ども服などの貸し出しや
リサイクルもしています。

「
ま
め
ち
ょ
」と
は

ご
利
用
に
当
た
っ
て

活 動 名

遊び場開放

子育て講座

サ ー ク ル

す く す く
相　談　会

都合のよい時間にご利用ください。
親子が互いにかかわり合いながら
あそびましょう。

子育てにかかわる学習や様々な体験
などでリフレッシュをしましょう。

保護者の自主運営・自主活動を楽
しみましょう。

身体計測をしたり、保健師などが
育児の相談にのります。

内　　　　容 活 動 名

遊びの広場

親 子 行 事

子　育　て
などの相談

幼児センター
開　　　放

乳幼児向けの遊具や小物作り、季節
の行事や遊び、製作活動など、親子
でいろいろなことを体験しましょう。

親子で共通の体験をすることで、
思いを分かち合いましょう。

親子で幼児センターで遊びましょ
う。

話しをすることで気持ちを軽くし
ましょう。

内　　　　容

中川消防団　戸井分団長が
永年勤続功労章を受章されました

多年にわたり消防の発展につとめたことに対して勲章と章記が授与されました



公民館図書室公民館図書室
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新着図書新着図書新着図書

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

贈
ら
れ
し
グ
レ
ス
テ
ン
な
る
包
丁
に
て
早
速
ト
マ
ト
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
み
る　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

夜
汽
車
待
ち
ホ
ー
ム
に
佇
む
人
々
の
顔
を
横
切
り
て
白
き
息
飛
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

時
を
計
る
機
械
に
よ
ら
ず
身
の
内
の
欲
す
る
ま
ま
に
今
日
を
明
日
を　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

悲
し
み
の
水
溜
り
に
も
黄
昏
の
茜
は
映
え
て
気
を
取
り
直
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

ゼ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
の
体
内
時
計
が
目
覚
め
し
や
光
の
方
へ
蕾
を
伸
ば
す　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ピ
ン
チ
ハ
ン
ガ
ー
に
洗
濯
物
を
干
し
て
ゆ
く
左
右
の
バ
ラ
ン
ス
綺
麗
に
決
め
て　
　
　

山
内　

智
子

最
高
の
道
具
な
り
せ
ば
死
ぬ
る
ま
で
健
や
か
に
あ
れ
我
が
両
の
手
よ　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

「
ぽ
ん
ぴ
ら
」
に
行
こ
う
と
橇
で
出
掛
け
た
が
雪
が
深
く
て
馬
は
進
ま
ず　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

く
っ
き
り
と
絵
本
の
よ
う
な
月
だ
か
ら
月
の
砂
漠
を
歌
い
た
く
な
る　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

ケ
イ

〔
俳　

句
〕

川
辺
よ
り
山
に
移
り
て
春
の
鹿　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

春
一
番
化
石
の
里
を
吹
き
抜
け
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸

11 広報なかがわ
2012. 5月号

アメリカひじき・火垂るの墓
改版
　　　　　　　　　　野坂昭如

一握の砂・悲しき玩具　改版
　　　　　　　　　　石川啄木

ガープの世界　上下巻
　　　　ジョン・アーヴィング

中原中也詩集
　　　　　　　　　　中原中也

夜間飛行　改版
　　　　　サン・テグジュペリ

10ぴきのかえるのあきまつり
　　　　　　　　　間所ひさこ

あ、きこえたよ
　　　　　　　　　　堤　江実

なぞなぞあなあきえほん
（全6巻）
　　　　　　　　たけいしろう

こぐまちゃんえほん（全10巻）
　　　　　　　　わかやまけん

はじめてよむ絵本（全12巻）
　　　　　　　　五味太郎ほか

アンデルセンの絵本（全13巻）
　　　　　H・C・アンデルセン

学研まんが新ひみつシリーズ
（全29巻）

Jr.日本の歴史（全7巻）

図説世界の歴史（全10巻）

遊んで覚える！地理パズル・歴
史クイズ（全5巻）
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【
今
月
の
テ
ー
マ
】 

特
定
健
診
の
受
診
率
は
現
役
世
代
の
保
険
料
に
影
響
し
ま
す
！

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

　

平
成
20
年
4
月
か
ら
、
国
民
健

康
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
者
ご
と

に
、
「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
の
達
成
状
況
が
、
現
役
世
代
の

保
険
料
に
影
響
を
与
え
る
仕
組
み

が
、
平
成
25
年
度
か
ら
い
よ
い
よ

始
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
目
標
の
指
標
と
な
る
の
は

次
の
3
つ
で
す
。

　

①
特
定
健
診
の
受
診
率

　

②
特
定
保
健
指
導
の
実
施
率

　

③
目
標
設
定
時
と
比
べ
た
内
臓

　
　

脂
肪
症
候
群
の
該
当
者
・
予

　
　

備
群
の
減
少
率

　

こ
の
指
標
は
、
脳
卒
中
や
心
筋

塞
な
ど
を
引
き
起
こ
す
生
活
習

慣
病
予
防
の
取
り
組
み
状
況
で
す
。

　

予
防
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
医

療
保
険
者
に
は
『
後
期
高
齢
者
医

療
支
援
金（
下
の
囲
み
参
照
）』
の

負
担
を
増
や
し
、
取
り
組
ん
で
い

る
医
療
保
険
者
の
負
担
は
減
ら
す

仕
組
み
で
す
。

　

こ
の
負
担
率
な
ど
の
詳
細
は
ま

だ
検
討
中
で
す
が
、
平
成
24
年
度

の
特
定
健
診
な
ど
の
結
果
か
ら
、

翌
年
度
以
降
の
『
後
期
高
齢
者
医

療
支
援
金
』
に
反
映
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
は
、
自
覚
症
状
の
な

い
ま
ま
に
動
脈
硬
化
を
進
め
る
高

血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
異
常
（
中

性
脂
肪
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
な

ど
の
危
険
因
子
を
見
つ
け
、
将
来

の
脳
卒
中
や
心
筋

塞
な
ど
を
予

防
す
る
目
的
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
か
ら

は
、「
元
気
だ
か
ら
」「
悪
い
と
こ

が
見
つ
か
る
の
が
怖
い
」
「
メ
タ

ボ
じ
ゃ
な
い
か
ら
」
「
忙
し
い
」

と
い
う
お
話
し
を
聞
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
健
診
で
危
険
因
子
を

見
つ
け
て
予
防
・
治
療
を
し
な
い

限
り
、
気
づ
く
こ
と
も
で
き
ず
、

悪
い
と
こ
ろ
は
ど
ん
ど
ん
悪
化
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

40
〜
74
歳
の
方
は
、
医
療
保
険

者
が
実
施
す
る
特
定
健
診
（
ま
た

は
職
場
健
診
）
を
毎
年
4
月
か
ら

3
月
ま
で
の
間
に
1
回
、
受
診
で

き
ま
す
。

　

脳
卒
中
や
心
筋

塞
の
予
防
な

ど
の
健
康
維
持
の
た
め
、
そ
し
て
、

皆
さ
ん
自
身
の
保
険
料
負
担
を
増

や
さ
な
い
た
め
に
、
健
診
を
受
診

し
ま
し
ょ
う
。

　

「
後
期
高
齢
者
の
医
療
の
確

保
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

後
期
高
齢
者
の
医
療
制
度
を
支

え
る
た
め
に
、
そ
の
財
政
負
担

の
約
4
割
を
現
役
世
代
の
医
療

保
険
か
ら
（
つ
ま
り
、
74
歳
以

下
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
か
ら
）

『
後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金
』

と
い
う
形
で
出
し
て
い
ま
す
。

①特定健診の受診率の推移（平成20～22年度法定報告より、23年度は暫定）

　中川町国保の受
診率が65％を達
成できると支援金
の負担は減る可能
性も…。

平成24年度の
目標は65％です！

～中川町国民健康保険加入者の皆さん、ご協力ありがとうございました。

②特定保健指導の実施率～国の標準指標45％は達成
平成22年度　68.6％（平成24年度の町の目標は80％）

③内臓脂肪症候群の該当者・予備群（特定保健指導者）の減少率
平成20年度と比較して平成24年度に10％の減少が目標

後
期
高
齢
者
医
療
支
援
金

目
標
の
指
標
は
？

特
定
健
診
・

　

特
定
保
健
指
導
を

　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う
！

～中川町国民健康保険加入者の皆さん
中川町国保の達成状況は？中川町国保の達成状況は？中川町国保の達成状況は？

55.0％

60.0％

65.0％

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
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国
内
生
産
量
の
大
部
分
を
北
海
道
産
の
も
の
が
占
め
る
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、

春
先
か
ら
芽
が
出
始
め
、
春
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
野
菜
の
代
表
選
手
で
す
。

今
は
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
一
年
中
ハ
ウ
ス
栽
培
の
も
の
や
輸
入
も
の
が
店
頭
に

並
ん
で
い
ま
す
が
、
最
も
お
い
し
く
栄
養
価
が
高
い
の
が
、
こ
れ
か
ら
の
時
期

の
露
地
栽
培
の
も
の
で
す
。

　

独
特
の
香
り
、
食
感
、
甘
さ
が
あ
り
、
鮮
や
か
な
緑
色
の
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、

サ
ラ
ダ
、
網
焼
き
、
バ
タ
ー
炒
め
、
揚
げ
物
、
グ
ラ
タ
ン
、
パ
ス
タ
、
添
え
物

野
菜
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
に
合
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
献
立
の
ひ
と
つ
に
加

え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
に
お
す
す
め「
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
」

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

家庭での保存方法

アスパラガスの優れた栄養素

旬の食材で旬レシピ～ アスパラガスの豚肉巻き

　切り口に水でぬらしたキッチンペーパーを当ててビニール
袋に入れ、冷蔵庫で保存します。収穫したものでも成長が早
く、硬くなりやすいので、立てて保存し、できるだけ早く食
べるとおいしくいただけます。冷凍保存するときは、硬めに
塩ゆでし、冷水で冷やして水気を切ってから保存します。

選び方
　切り口がみずみずしく、太さが均一でまっすぐに伸び、穂
先が締まっているものを選びましょう。表面は鮮やかな緑色
で、つやのあるものがよいでしょう。しわができていたり、
切り口が茶色くなっているものは避けましょう。

材料と分量（2人分）
　豚ロース薄切り　　　　6枚
　グリーンアスパラガス　5本
　人参　　　　　　　　　1/2本
　薄力粉　　　　　　　　適量
　油　　　　　　　　　　適量
　塩、こしょう　　　　　少々

作り方
①アスパラガスは根元を数センチメートル切り落とし、下の方の硬い
　皮は皮むき器などでむいておく。人参は、アスパラガスと同じくら
　いの長さと太さに切って、下ゆでする。
②豚肉を１センチメートルほど重ねながら並べ、軽く塩、こしょうを
　振る。
③並べた豚肉の上にアスパラガスを３本置き、その上に人参とアスパ
　ラガスを２本置く。全体に薄力粉をまぶし、人参を中心にして巻き
　込む。
④巻いた後、全体に薄力粉をまぶす。
⑤中火で熱したフライパンに油をひき、表面に焼き色がつくまで焼く。
　その後、火を止め、ふたをして３～４分蒸し焼きにする。食べやす
　い厚さに切り分けて、いただく（最後に、しょうゆとみりんを各大
　さじ１入れ、煮からめてもおいしくいただけます）。

エネルギー　150キロカロリー
塩分　　　　0.5グラム
　　　　　　　　　（各1人分）

　アスパラガスには、グリーンとホワイトがありますが、これらは栽培方法が違うだけで品種は同じものです
（グリーンは日光を当てて育て、ホワイトは日光を当てずに育てます）。
　グリーンの方がβ－カロテンやビタミンＢ群が多く含まれており、ホワイトの方が柔らかく、甘みが強いと
いう特徴があります。また、グリーン、ホワイトともに疲労回復効果があるアスパラギン酸が含まれています。

　たんぱく質とビタミンＢ１が豊
富に含まれる豚肉と油は、野菜に
含まれる鉄やβ－カロテンの吸収
を助ける働きがあります。
　また、ビタミンＢ群、Ｃ、Ｅ、
食物繊維も摂ることができる、肉
と野菜のバランスがよい一品です。
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◆
中
央
小
学
校

森　
　

広
明

　
　
　
　

教
頭

　防災対策用品をご寄贈くださったことに対して株式会社中川水道に（右上）、寿の家
の除排雪にご支援をくださったことに対して株式会社中川阿部建設に（左上）、公営住
宅の雪下ろしと地域除排雪の活動を実施してくださったことに対して赤川建設興業株
式会社に（下）、それぞれ感謝状が贈られました。

あ
き

ひ
ろ

も
り森

本　

充
洋

　
　
　
　

教
諭

ひ
ろ

み
つ

も
と

も
り古

木　

晴
花

　
　
　
　

教
諭

か

は
る

き

ふ
る

◆
中
川
中
学
校

佐
藤　

美
江

　
　
　
　

教
諭

え

み

と
う

さ栄　
　

耕
平

　
　
　
　

教
諭

へい

こ
う

さ
か
え千

葉　

陽
香

　
　
　
　

教
諭

か

は
る

ば

ち山
根　

伸
隆

　
　
　
　

教
諭

た
か

の
ぶ

ね

や
ま佐

々
木
明
日
美

　
　

養
護
教
諭

す

み

あ

さ

き

さ

各学校に着任した教職員の皆さんを各学校に着任した教職員の皆さんを
紹介します紹介します

各学校に着任した教職員の皆さんを
紹介します

企業の地域貢献活動に感謝状



15 広報なかがわ
2012. 5月号

　

国
保
加
入
者
の
病
気
な
ど
の

予
防
、
早
期
発
見
、
治
療
を
目

的
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
の
額

　

約
1
万
2
0
0
0
円

（
国
保
の
特
定
健
診
と
町
の
が

ん
検
診
の
費
用
を
基
準
に
助
成

し
ま
す
）

■
対
象
者

　

国
保
加
入
者
で
、
受
診
日
現

在
満
30
歳
か
ら
74
歳
の
方

（
た
だ
し
、
国
保
税
の
滞
納
が

あ
る
世
帯
の
方
は
除
き
ま
す
）

■
助
成
の
回
数

　

年
度
内
に
国
保
加
入
者
1
人

に
つ
き
1
回

■
手
続
き
な
ど

①
事
前
に
役
場
へ
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
（
電
話
で
も
受
け

　

付
け
て
い
ま
す
）。

②
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
に
助
成

　

の
申
請
を
し
ま
す
。

③
助
成
金
は
、
申
請
の
翌
月
20

　

日
頃
に
世
帯
主
の
口
座
に
振

　

り
込
ま
れ
ま
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

•
人
間
ド
ッ
ク
の
領
収
書

•
世
帯
主
の
預
金
口
座
番
号
が

　

わ
か
る
も
の

•
印
か
ん

•
健
診
結
果
表
（
必
ず
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
）

■
そ
の
他

＊
国
保
の
特
定
健
康
診
査
や
職

　

場
健
診
な
ど
を
受
け
た
方
は

　

助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

＊
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
る
医
療

　

機
関
の
指
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

　

老
齢
基
礎
年
金
は
、
20
歳
か

ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
、
満

額
の
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
な
ど
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
済
期
間
が
40
年
間
に
満
た
な

い
場
合
は
、
60
歳
か
ら
65
歳
に

な
る
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
に

加
入
し
て
、
満
額
の
年
金
に
近

づ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
老
齢
年
金
を
受
給
す
る
た

め
に
は
、
保
険
料
の
納
付
済
期

間
や
保
険
料
の
免
除
期
間
な
ど

が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
こ
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
は
、
70

歳
に
な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
た
だ
し
、

昭
和
40
年
4
月
1
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
）。

　

ま
た
、
海
外
に
在
住
す
る
日

本
国
籍
の
方
も
任
意
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

ご
存
じ
で
す
か
？

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を
助
成
し
て
い
ま
す
！

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を
助
成
し
て
い
ま
す
！

人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
の一部
を
助
成
し
て
い
ま
す
！

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度

国
民
年
金
の
任
意
加
入
制
度
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横山安雄さん（77歳） 佐藤信子さん（77歳） 松本マツさん（88歳）

藤森クニ子さん（77歳） 岡田ツタヱさん（77歳）

喜寿おめでとうございます 米寿おめでとうございます

ご長寿さんまちのご長寿さんまちのご長寿さんまちの

【
う
】
う
ま
い
話
は
信
用
し
な
い
！

　
　
　

う
ま
す
ぎ
る
話
、
絶
対
も
う
か
る
話
に
は
、
大
き
な
落
と
し
穴

　
　
　

が
つ
き
も
の
で
す
。

【
そ
】
そ
う
だ
ん
す
る
！

　
　
　

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、
家
族
、
知
人
、
相
談
機
関
に
相
談
を
し

　
　
　

ま
し
ょ
う
。

【
つ
】
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！　

す
ぐ
に
契
約
を
し
な
い
！

　
　
　

悪
質
業
者
は
、
言
葉
た
く
み
に
す
ぐ
契
約
す
る
よ
う
に
迫
っ
て

　
　
　

き
ま
す
。

【
き
】
き
っ
ぱ
り
！　

は
っ
き
り
！　

断
る
！

　
　
　

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、
断
り
ま
し
ょ
う
！

　

自
転
車
は
と
て
も
便
利
で
環
境
に
優
し
い
乗
り
物
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
無
視
し
た
乗
り
方
は
、
重
大
な
交
通
事
故
に
つ
な

が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
正
し
い
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
に
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道
は
例
外
で
す

・
車
道
は
左
側
を
通
り
ま
し
ょ
う

・
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄
り
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う

・
安
全
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

・
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

地
域
で
広
げ
よ
う　

消
費
者
の
安
全
安
心

地
域
で
広
げ
よ
う　

消
費
者
の
安
全
安
心

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
悪
質
業
者
は
、う
、そ
、つ
、き
！
」

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
悪
質
業
者
は
、う
、そ
、つ
、き
！
」

自
転
車
も

自
転
車
も    

安
全
速
度
と

安
全
速
度
と    
気
配
り
を

気
配
り
を

地
域
で
広
げ
よ
う　

消
費
者
の
安
全
安
心

キ
ー
ワ
ー
ド
は「
悪
質
業
者
は
、う
、そ
、つ
、き
！
」

自
転
車
も  

安
全
速
度
と  
気
配
り
を

お父さん  寿樹さん
お母さん  桐子さん

三和寿成ちゃん
としなり

こんにちはこんにちはこんにちは
赤ちゃん赤ちゃん赤ちゃん



火災・救急出動件数

火災出動　1件
救急出動　17件

平成24年3月31日現在

17 広報なかがわ
2012. 5月号

3月9、12、16日●議 会 第 １ 回 定 例 会
　3月13～15日●議会予算審査特別委員会
　　　3月19日●教　育　委　員　会　議
　　　3月29日●農 業 委 員 会 総 会
　　　4月12日●議 会 全 員 協 議 会
　　　4月17日●牧 場 運 営 協 議 会

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
ら
消
防
活
動
に
ご
協
力
を
賜
り

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
中
川
消
防
支
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
火
事
救
急
な

ど
、
災
害
現
場
へ
自
家
用
車
で
の
乗
り
つ
け
は
、
消
防
車
な
ど

緊
急
自
動
車
の
到
着
遅
延
や
消
火
活
動
の
障
害
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
消
防
関
係
者
か
ら
の
協
力
要
請
を
受
け
ず
に
現
場
活

動
に
従
事
し
た
場
合
、
負
傷
さ
れ
て
も
災
害
補
償
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
夫
（
弘
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

若
山
ミ
ヨ
子　

様

•
夫
（
力
男
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

大
場
お
こ
ま　

様

•
母
（
は
ま
子
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

遠
藤　

昭
一　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
3
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

吉
江　

幸
雄　

様

　
　
　
　
　
　
　

丸
山　

藤
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

誉
2
婦
人
部　

様

　
　
　

豊
富
町　

谷
口　

英
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

安
川
三　

若
山　

弘　

様
（
72
歳
）

国　

府　

大
場
力
男　

様
（
85
歳
）

中　

川　

遠
藤　

隆　

様
（
55
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

佐　

藤　

健　

太　

様
（
中　

川
）

梅　

津　

唯
里
耶　

様
（
美
深
町
）

（

災
害
現
場
へ
の
駆
け
つ
け

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
周
辺
は
、
道
路
交
通
法
に
よ
り
駐
車
禁
止
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

緊
急
自
動
車
に
よ
る
一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
障
害
と
な
り
ま

す
の
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
「
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り
」
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

防
火
水
槽
周
辺
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

議会・各種委員会の開催状況

災
害
現
場
へ
の
駆
け
つ
け

防
火
水
槽
周
辺
へ
の
駐
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
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3月の入札・見積り合わせの契約結果

平成23年度
介護保険システム
制度改正用改修
委託業務

平成24年度
中川・佐久簡易水道施設
維持管理委託業務

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回入札金額（円）
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

住民基本台帳法改正に
伴う介護保険システム改修

真空弁ユニット12箇所
更新
無線通信設備12箇所
新設

中川・佐久地区
下水道施設の維持管理

誉平排水機場
点検整備一式

簡易水道施設
（浄水場・ポンプ場等）の
維持管理

雑用水道施設の維持管理

介護保険制度改正に
伴うシステム改修5,040,000

1,312,500

7,917,000

17,703,000

1,050,000

18,007,500

892,500

1,701,000

1,347,150

1,563,450

予定価格（円）

97.8％

96.2％

96.5％

97.1％

98.0％

99.3％

97.8％

99.4％

99.7％

99.1％

平成23年度
機能強化事業
真空弁等更新工事

平成23年度
介護保険システム
住基改正用改修
委託業務

平成24年度
雑用水施設維持管理
委託業務

平成24年度
基幹水利施設管理事業
誉平地区排水機場
点検整備委託業務

平成24年度
中川町農業集落排水
処理施設維持管理
委託業務

※㈱ＨＤＣ

※㈱ＨＤＣ

※㈱テクノス北海道

㈱木本動力工業所

㈱データベース

※㈱テクノス北海道

※㈱電業社機械製作所北海道営業所

※㈱中川水道

※㈱中川水道

※北部クリーン企業組合

※エス・テー警備保障㈱

※エス･テー警備保障㈱

5,000,000

1,250,000

7,540,000

7,830,000

8,890,000

16,860,000

1,000,000

17,300,000

850,000

1,701,000

1,283,000

1,489,000

第2回入札金額（円）

4,800,000

17,150,000

1,620,000

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

平成24年度
中川浄化センター
汚泥運搬委託業務

汚泥運搬年64回

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

平成24年度
学校警備委託業務 小中学校巡回警備

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

平成24年度
庁舎警備委託業務 庁舎巡回警備

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

着手　平成24年4月3日

竣工　平成24年8月15日

着手　平成24年3月28日

完了　平成24年3月30日

着手　平成24年3月28日

完了　平成24年3月30日

5,155,500

1,365,000

8,200,500

18,238,500

1,071,000

18,129,300

912,450

1,711,500

1,351,350

1,578,150
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平
成
23
年
度
に
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
の
温
か
い
寄
附
に
心
か
ら
感
謝
し
、
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
大
切
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
寄
附
金
額　

29
万
円
（
5
名
様
）

■
寄
附
者
（
寄
附
の
日
付
順
に
、
公
表
に
同
意
を
い
た
だ
い
た
方
を
掲
載
）

　
　

山　

本　

栄　

二　

様
（
千
葉
県
船
橋
市
）

　
　

渡　

部　

英　

昭　

様
（
北
海
道
札
幌
市
）

　
　

中　

山　

寛　

治　

様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

　
　

梅　

津　

和　

弘　

様
（
北
海
道
札
幌
市
）

　
　

辻　

井　

健　

一　

様
（
兵
庫
県
豊
岡
市
）

■
こ
れ
ま
で
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
々
か
ら
の
伝
文
を
紹
介
し
ま
す

　

・
ク
マ
の
駆
除
の
費
用
の
一
部
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
中
川
町
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
関
わ
る
税
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
ま
た
は
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
税
務
担
当
部
署
に
お
願
い
し
ま
す
。

【
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先
】

　

総
務
課
企
画
財
政
室　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
9

「
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
」に

「
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
」に

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

「
中
川
町
ふ
る
さ
と
寄
附
」に

ご
協
力
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

工事・業務名
第1回入札金額（円）

契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

スクールバス・住民バス
運行業務

住民バス運行業務

4,788,000

4,147,500

4,987,500

予定価格（円）

4,868,850

4,208,400

5,067,300

98.3％

98.6％

98.4％

平成24年度
スクールバス及び
住民バス運行委託業務

平成24年度
中川町住民バス運行
委託業務

※中川自工

㈱中川阿部建設

㈲平和ハイヤー

※㈲平和ハイヤー

㈱中川阿部建設

中川自工

※㈲平和ハイヤー

㈱中川阿部建設

中川自工

4,560,000

4,600,000

4,650,000

3,950,000

4,000,000

4,050,000

4,750,000

4,800,000

4,850,000

第2回入札金額（円）

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

スクールバス運行業務
平成24年度
スクールバス運行
委託業務

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

着手　平成24年4月1日

完了　平成25年3月31日

入札・見積り合わせ結果入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）



【
問
い
合
わ
せ
先
】

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
0
3
・
6
4
5
9
・
4
6
6
1

〒
1
0
8
・
0
0
7
3

東
京
都
港
区
三
田

　
　
　
　

5
・
7
・
8
・
9
2
1

◆
試
験
日
時

　

8
月
30
日

　

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
4
時

◆
試
験
地

　

旭
川
市

◆
受
験
資
格

　

学
校
教
育
法
第
57
条
（
高
等
学

校
入
学
資
格
）
に
規
定
す
る
方
で
、

多
数
人
に
対
し
て
飲
食
物
を
調
理

し
て
供
与
す
る
寄
宿
舎
、
学
校
、

病
院
な
ど
の
施
設
ま
た
は
飲
食
店

営
業
、
魚
介
類
販
売
業
も
し
く
は

そ
う
ざ
い
製
造
業
に
該
当
す
る
営

業
に
お
い
て
平
成
24
年
5
月
25
日

ま
で
に
2
年
以
上
調
理
の
業
務
に

従
事
し
た
方
。

◆
試
験
科
目
、
試
験
方
法

　

食
文
化
概
論
、
衛
生
法
規
、
公

衆
衛
生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、

食
品
衛
生
学
、
調
理
理
論
に
つ
い

て
筆
記
試
験
を
行
い
ま
す
。

◆
受
験
願
書
の
提
出
先

　

中
川
町
に
在
住
の
方
は
、
名
寄

保
健
所

◆
受
験
願
書
の
受
付
期
間

　

5
月
14
日
〜
5
月
25
日

　

郵
送
の
場
合
は
、
消
印
有
効

◆
提
出
書
類

　

調
理
師
試
験
受
験
願
書
（
6
7

0
0
円
分
の
北
海
道
収
入
証
紙
を

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
）
、
調
理
師

試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド
（
出
願

前
3
ヶ
月
以
内
に
、
脱
帽
し
て
、

正
面
上
半
身
を
撮
影
し
た
写
真
を

貼
付
し
て
く
だ
さ
い
）
、
調
理
師

試
験
入
力
通
知
書

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
名
寄
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　
　

健
康
増
進
係

☎
0
1
6
5
4
・
3
・
3
1
2
1

　

食
品
の
安
全
・
安
心
を
よ
り
一

層
確
保
す
る
た
め
、
食
品
衛
生
法

に
基
づ
く
新
た
な
基
準
値
が
設
定

さ
れ
ま
し
た
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
名
寄
保
健
所

☎
0
1
6
5
4
・
3
・
3
1
2
1

食品群 基準値
（ベクレル/㎏）

飲　料　水

牛　　　乳

一 般 食 品

乳児用食品

10

50

100

50

調
理
師
試
験
の

　
　

受
付
を
行
い
ま
す

食
品
中
の
放
射
性
物
質
の

規
格
基
準
が

　
　
　

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

北
海
道
で
は
、
労
働
運
動
で
お

困
り
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
を
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
お
受
け
す
る

「
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

設
置
し
て
い
ま
す
が
、
受
付
開
始

時
刻
を
変
更
し
ま
し
た
の
で
、
今

後
と
も
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
変
更
後
の
受
付
時
間

　

平
日
の
正
午
〜
午
後
8
時

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
経
済
部
雇
用
労
政
課

☎
0
1
1
・
2
3
1
・
4
1
1
1

　
　
　
　
　

内
線
2
6
・
4
6
9

　

文
部
科
学
省
所
管
の
財
団
法
人

国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、
10

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
体
験
を
通
し
て
、
お
互
い
の

理
解
や
交
流
を
深
め
、
国
際
性
を

養
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

お
ひ
と
り
で
ご
参
加
に
な
る
方
が

8
割
以
上
、
初
め
て
海
外
へ
行
か

れ
る
方
が
6
割
以
上
の
ご
参
加
で

す
の
で
、
事
前
研
修
会
で
は
仲
間

づ
く
り
か
ら
丁
寧
に
指
導
し
ま
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
参
加
い
た
だ

け
ま
す
。

◆
内　

容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
文
化
交
流
、
学
校
体
験
、
英

語
研
修
、
地
域
見
学
、
野
外
活
動

な
ど

◆
派
遣
先

　

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
サ
イ
パ

ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー

◆
日　

程

　

7
月
26
日
〜
8
月
14
日
の
間
の

8
〜
18
日
間

　

（
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◆
対　

象

　

小
学
3
年
生
〜
高
校
3
年
生

　

（
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

◆
説
明
会

　

5
月
下
旬
に
全
国
14
都
市
で
開

催
し
ま
す

　
　
　

（
入
場
無
料
、
予
約
不
要
）

◆
参
加
費

　

21
万
8
0
0
0
円
〜
54
万
5
0

0
0
円
を
予
定

　

（
別
途
共
通
経
費
が
必
要
で
す
）

◆
応
募
締
切

　

6
月
1
日
ま
た
は
6
月
11
日

　

（
事
業
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

受
付
開
始
時
刻
が

　
　
　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
の
参
加
者
を

　
　
　
　
　

募
集
し
て
い
ま
す

お 知 ら せ
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名
寄
保
健
所
で
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

‐
1
抗
体
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
1
（
ヒ
ト
Ｔ
細
胞
白

血
病
ウ
イ
ル
ス
1
型
）
の
感
染
者

は
、
日
本
国
内
に
約
1
0
8
万
人

い
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
し
て
も
自
覚
症
状
は
な
く
、
ほ

と
ん
ど
の
方
は
発
病
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
感
染
者
の
う
ち

4
〜
5
％
の
方
が
、
将
来
、
成
人

Ｔ
細
胞
白
血
病
（
Ａ
Ｔ
Ｌ
）
を
、

約
0
・
3
％
の
方
が
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

‐
1
関
連
脊
髄
症
（
Ｈ
Ａ
Ｍ
）
を

発
症
す
る
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
1
の
感
染
経
路
は
、

主
と
し
て
母
子
感
染
（
母
乳
感
染
）

で
す
が
、
ま
れ
に
性
感
染
や
血
液

感
染
が
あ
り
ま
す
。

◆
検
査
内
容

　

5
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
血
液
を
採

り
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
‐
1
抗
体
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。
検
査
結
果
は
、
約

2
週
間
後
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

平
成
23
年
度
以
降
、
妊
婦
一
般

健
康
診
査
で
抗
体
検
査
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
方
、
ま
た
は
、
病
院

な
ど
で
こ
れ
ま
で
に
抗
体
検
査
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
方

◆
平
成
24
年
度
の
検
査
日
時

　

原
則
と
し
て
、
毎
月
第
1
水
曜

日
の
午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分

◆
そ
の
他

　

検
査
料
金
は
無
料
で
す
が
、
予

約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
電
話
で

お
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

検
査
結
果
は
、
後
日
、
保
健
所
に

来
て
い
た
だ
い
た
と
き
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

名
寄
保
健
所

　
　
　

健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

☎
0
1
6
5
4
・
3
・
3
1
2
1

　

北
海
道
運
輸
局
で
は
、
関
係
業

界
団
体
な
ど
が
実
施
し
て
い
る
安

全
面
や
環
境
面
に
優
れ
た
運
輸
事

業
者
の
認
定
・
認
証
制
度
に
つ
い

て
広
く
周
知
し
、
優
良
事
業
者
の

利
用
を
働
き
か
け
る
取
り
組
み
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、

運
輸
事
業
者
、
利
用
者
、
国
が
三

位
一
体
と
な
っ
て
「
安
全
･
安
心

な
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
そ
れ

ぞ
れ
の
社
会
的
責
任
を
果
た
す
上

で
、
大
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

各
認
定
・
認
証
制
度
の
趣
旨
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、
優
良
運
輸
事

業
者
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
優
良

運
輸
事
業
者
と
法
令
違
反
な
ど
に

よ
り
行
政
処
分
を
受
け
た
事
業
者

は
、
北
海
道
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
運
輸
局
交
通
環
境
部

　
　
　
　

消
費
者
行
政
・
情
報
課

☎
0
1
1
・
2
9
0
・
2
7
2
5

主　

事　

植
本　
　

満

町
職
員
の
新
採
用

（
4
月
1
日
付
）

（
住
民
課
幸
福
推
進
室
配
属
）

し
あ
わ
せ

う
え
も
と

み
つ
る

主
事
補　

佐
藤　

友
梨

（
住
民
課
幼
児
セ
ン
タ
ー
配
属
）

さ
と
う

ゆ

り

主
事
補　

菊
田
健
司
郎

（
住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室
配
属
）

き
く
た
け
ん
し
ろ
う

準
職
員　

菊
田　

慎
二

（
総
務
課
総
務
町
政
室
配
属
）

き
く
た

し
ん
じ

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ‐1
抗
体
検
査
を

　
　
　
　

受
け
ま
し
ょ
う

優
良
運
輸
事
業
者
制
度
を

　
　
　

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

身
体
障
が
い
者
相
談
員
・
知
的

障
が
い
者
相
談
員
は
、
心
身
に
障

が
い
の
あ
る
方
の
更
生
援
護
の
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
関
係
機
関
の
業
務
に

対
す
る
協
力
や
援
護
思
想
の
普
及

な
ど
を
行
い
、
福
祉
施
策
の
よ
り

一
層
の
充
実
を
図
る
目
的
で
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
は
北
海
道
か

ら
権
限
委
譲
さ
れ
、
町
が
委
嘱
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

い
つ
で
も
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

委
嘱
期
間
は
、
平
成
24
年
4
月

1
日
か
ら
平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
3

身
体
障
が
い
者
相
談
員

　
　
　
　
　
　

橋
本　

了
氏

知
的
障
が
い
者
相
談
員

　
　
　
　
　
　

野
瀨　

誠
氏

　

人
権
擁
護
委
員
に
遠
藤
由
紀
子

氏
が
再
任
さ
れ
、
法
務
大
臣
か
ら

委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

障
が
い
が
あ
る
人
に
対
す
る
不

当
な
扱
い
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、

学
校
で
の
い
じ
め
、
女
性
や
外
国

人
に
対
す
る
差
別
な
ど
の
悩
み
ご

と
や
心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
3

　

中
央
3
区
を
担
当
し
て
い
ま
し

た
民
生
委
員
の
𠮷
田
由
美
子
氏
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
後
任
の
方
は

選
考
中
で
す
の
で
、
改
め
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
後
任
の
方
が
決
ま

る
ま
で
の
間
、
中
央
2
区
担
当
の

野
村
和
子
氏
が
代
わ
り
を
務
め
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
川
町
役
場
住
民
課
幸
福
推
進
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
3

身
体
障
が
い
者
相
談
員・

知
的
障
が
い
者
相
談
員
に

　
　
　
　
　
　

ご
相
談
を

人
権
擁
護
委
員
に

　
　
　
　
　

ご
相
談
を

民
生
委
員
が
変
わ
り
ま
す

広報なかがわ
2012. 5月号21

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（3月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,787人（－38）

883人（－19）

904人（－19）

877戸（－15）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　幼児センターの入所式
が行われ、子どもたちの
新しい1年が始まりまし
た。初めて見る大勢の友
達の顔に希望をふくらま
せる子、ひとつお兄さん
お姉さんになりドキドキ
ワクワクを抑えられない
子、幼児センターでの最
後の1年の始まりに身を
引き締める子‥‥。たくさんの地域の方々や保護者の皆さんに見守られな
がら、子どもたちは育っていきます。

　東日本大震災の被災地にいち早く駆けつけ、復旧支援活動を行った自
衛隊名寄駐屯地第３普通科連隊第１中隊の皆さんが、震災復旧支援活動
とイラク復興支援活動の様子を紹介してくださいました。その他、災害
派遣時に活躍した炊事車によるカレーライスの提供、旧佐久小学校で訓
練が行われた銃剣道の実演など、貴重なひとときを町民の皆さんととも
にしました。

東日本大震災の復興と明るい未来を願って
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